
資料５ 第２回多治見市総合計画審議会資料

１　新規として追加された事業

政策の柱 施策

1
市街地活性化のために、うながっぱ生誕の川である土
岐川でのイベントの開催や公園等の整備をしてはどうか

パブリックコメ
ント

④ 8 3
国と協力して土岐川右岸記念橋上流部で、かわま
ちづくり事業を推進します

土岐川とふれ合える空間を創出するための
事業を実施する

2 防犯カメラの設置を検討すべきではないか
事業評価委員
会、高校生、
市民委員会

⑤ 1 10
犯罪の抑止効果を高める防犯カメラの設置を検討
します

市街地等に防犯カメラを設置する方法等の
研究を進める

3 保育士などの負荷を軽減する必要があるのではないか 市民委員会 ⑥ 2 4
Society5.0の視点から、職員の生産性向上を図り
ます

AI（人工知能）やRPA（ロボットによる業務の
自動化・効率化）の業務への活用方法の研
究を進める

4 セラミックバレーのロゴマークを活用していってはどうか 市民委員会 ⑥ 2 5
セラミックバレーを地域ブランドとして、広域で連携
し情報発信します

セラミックバレーのロゴマークの管理・活用に
向けた調整を進めるとともに、セラミックバ
レーの情報発信を行う

２　拡充して実施していく事業

政策の柱 施策

1
安心して子育てできる環境をつくるためのサポート体制
が必要ではないか

事業評価委員
会、障がい者

① 1 2
妊娠期から産後までを継続してサポートするため
の母子保健事業を充実させます

産後ケア事業を新たに実施していく

2
人口減少対策として、病院（婦人科、小児科）をつくり、
安心して子育てできる市にして欲しい

高齢者 ② 2 1
市民病院の医療体制を充実するとともに、産科の
開設に向けた準備を進めます

基本計画事業名を変更し、産科の開設に向
けた準備を進めていく

3 高齢者が元気に住めるまちづくりをして欲しい 高齢者 ② 4 1
元気な高齢者や関係団体と連携し、介護予防・日
常生活支援総合事業や地域での支えあい活動を
推進します

介護予防・日常生活支援総合事業や包括的
支援事業等の地域支援事業を推進していく

4
陶磁器意匠研究所修了生と企業とのマッチング、市内
への就職の定着が必要ではないか

事業評価委員
会、市民委員
会

③ 1 3
海外や全国から若者を募集し、産業と文化の両面
から美濃焼を担う「人財」を育成します

就職支援としてハローワークと連携した企業
とのマッチングを支援する事業を追加し実施
していく

5
企業誘致により働く場をつくり、若い世代の人口確保を
する取組をして欲しい

高齢者、障が
い者

③ 2 1
市内への企業誘致やアフターフォロー、本社機能
の進出支援を通して雇用や経済波及効果の拡大
を図ります

日本ガイシを含む進出企業のアフターフォ
ローを通して地域貢献活動を促進し経済波
及効果の拡大を図っていく
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政策の柱 施策
主な意見 意見元
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後期計画で拡充して実施する主な内容

基本計画事業名

6 地元の雇用につながるような企業を誘致して欲しい 高齢者 ③ 2 2
北部連絡道路を整備し、高田テクノパーク及び第2
期高田テクノパークの整備を進め、企業を誘致し
ます

基本計画事業名を変更し、地元資源の活用
と多様なニーズに応じた企業誘致活動を実
施していく

7
若者のUターンを促す活動や地元へ就職してもらうため
に地元企業支援が必要ではないか

高齢者、障が
い者、高校
生、市民委員
会

③ 3 1
ビジネスマッチングや異業種交流の機会を設け、
中小企業の振興を支援します

新たな中小企業支援策を検討していく事業を
追加し実施していく

8
商店街の活性化（空き店舗の有効活用）が必要ではな
いか

高齢者、障が
い者、高校生

③ 3 3
中心市街地の商店街などに求められる機能や役
割に応じた活性化策を実施します

空き店舗対策などを本格化させていく

9 駅周辺（駅前）を開発し、にぎわいの拠点として欲しい
高齢者、障が
い、子ども、高
校生

③ 4 1
多治見駅南地区市街地再開発事業を推進し、に
ぎわいのあるまちづくりを進めます

基本計画事業名を変更し、駅南再開発事業
によりにぎわいのあるまちづくりを進めていく

10
観光資源のPR及び、官民連携の促進をするべきでない
か

高齢者、市民
委員会

③ 5 1
観光資源のネットワーク化を進め、観光客に魅力
のあるまちづくりを進めます

官民連携による観光事業を促進していく事業
を追加し実施していく

11 SNSをもっと活用するべきでないか
事業評価委員
会、高校生、
市民委員会

③ 5 2
メディアやＳＮＳなど様々な媒体を活用し、美濃焼
を中心とした多治見の魅力をまるごと発信します

SNSのさらなる活用策を検討していく

12
女性への就労啓発、雇用環境を整える啓発や支援、企
業や地域が子どもを持つ親をサポートする意識が広が
るといい

事業評価委員
会、市民委員
会

③ 7 1
女性が安心して働き続けられる雇用環境を実現す
るため、関係機関と連携し事業者へ積極的に働き
かけます

就労状況調査、啓発を実施していく事業を追
加し実施していく

13
外国人労働者増加に伴って増えると予想される外国人
（児童・生徒を含む）への対応が必要ではないか

事業評価委員
会、市民委員
会

③ 8 2
国際交流協会、企業及び教育施設などと連携し、
多文化共生を促進します

外国人住民の増加を見据えたコミュニケー
ションツールの導入検討などを追加して実施
していく

14
多治見市のいいところ等、PR方法を検討し、移住者へ
の取組を強化してはどうか

高齢者、市民
委員会

④ 11 2
移住定住を促進するため、市の魅力を発信すると
ともに、支援策を推進します

PR方法の研究、実施、検証をしていく事業を
追加し実施していく

15 災害弱者のことを理解して欲しい
高齢者、障が
い者

⑤ 1 1
逆手挙げ方式による避難行動要支援者名簿を活
用し、地域等と連携した避難支援策を推進します

逆手挙げ方式の採用により漏れのない避難
行動要支援者名簿の登録を推進していく

16
高齢者が元気に生活できるように、近くに生涯学習の場
があるといい

高齢者 ⑤ 2 1
市民主体の生涯学習活動の充実のため、地域や
市民のニーズを把握し、支援を進めます

生涯学習コーディネーターを増員して対応し
ていく
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